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5月～6月のスケジュール  
 

1  

ＭＥＳＳＡＧＥ（メッセージ) ネットワークの「ネット(つながり)」を「ノット(結び)」に 
 

3  

ＡＴＴＥＮＴＩＯＮ（お知らせ） 広報・ＰＲ実務講座2019「ＰＲプランナー3次試験対策講座」を6月開講 
 

4  

〃 第25回「ＰＲプランナー資格認定検定試験」１次試験受験申込は6月1日（土）から！ 
 

5  

BULLETIN(活動報告) 広報・ＰＲ実務講座2019「広報・ＰＲ入門講座」を開講 
 

7  

〃 「ＰＲプランナー資格認定制度」114名のＰＲプランナー誕生ＰＲプランナーは2,657名 
 

8  

〃 第32回企業部会広報ゼミ開催報告（会員限定） 
 

11  

〃 ＰＲ業部会ＰＲパーソンズミーティング2019開催報告（会員限定） 
 

11  

REPORT（講演レポート） 
第１９8回定例研究会「朝日新聞社 デジタルメディアの新展開 

～つなげる時代のメディアづくり 朝日新聞「ポトフ」の挑戦～」（会員限定） 

 
12  

VOICE of PR PLANNER 一歩でも前に進める広報・ＰＲを目指して 
 

13  

関西の風 「梅田スカイビル」～雲の上にひろがる未知なる世界～ 
 

14  

協会掲載記事 「ＰＲＳＪ ｉｎ Ｍｅｄｉａ」 
 

17  

掲示板 
内閣府官民人材交流センター国家公務員経験者への求人のサービスを開始／ 

東京都職員募集 

 
18  
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「新春ＰＲフェスタ 2019」を 
来年 1月 24 日(木)に開催します！ 

 

 

 

 

 

 

    

 ＰＲプランナー資格認定検定 2 次試験 日 時 ： 5 月 12 日（日） 9：30～16：00 

 会 場 ： 東京富士大学（東京） 

   毎日インテシオ（大阪） 

   ＡＱＵＡ博多（福岡） 

    

第 200 回 定例研究会 日 時  5 月 21 日（火） 12：00～14：30 

 会 場  コンベンションルーム ＡＰ新橋 

 講 師  日本経済新聞東京本社 常務取締役 編集局長 井口哲也氏 

 テーマ  
進化を続ける日本経済新聞社は何をどう伝えるのか 

～新時代の報道機関の役割と日本企業に期待すること～ 

    

 なでしこカウンシル 日 時 ： 5 月 22 日（水） 18：30～20：30（18：00 受付開始） 

  会 場 ： ジャルダン・ド・ルセーヌ 

 講 師  
(株)メディアジーン BUSINESS INSIDER JAPAN 統括編集長／AERA

前編集長 浜田敬子氏 

 テーマ  逆境の中でもこんなに改革できる 

    

企業部会総会 日 時  5 月 30 日(木)  18:00～21:30 

 会 場  Alice aqua garden 品川 

    

 第 8 回通常総会・懇親パーティ 日 時 ： 6 月 6 日（木） 17：00～ 

 会 場 ： 公益財団法人国際文化会館 

    

 広報ＰＲアカデミー2018 日 時 ： 6 月 5 日（水）、12 日（水）、19 日（水）、26 日（水） 

3 次試験対応講座   7 月 3 日（水）、10 日（水） いずれも 19：00～21：30 

 会 場 ： コンベンションルームＡＰ虎ノ門 

    

 第 192 回定例研究会 日 時 ： 6 月 19 日（水） 12：00～14：30 

 会 場 ： 六本木アカデミーヒルズ 49 

 講 師 ： スマートニュース メディア研究所所長 瀬尾 傑氏 

 テーマ ： 未定 
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定例理事会 （5月度） 日 時  ： 5 月 9 日 (木)  16：00～17：30 

 （6 月度） 日 時  ： 6 月 13 日 (木)  16：00～17：30 

  会 場  ： 一般財団法人 産業人材研修センター 霞会館 
      
      

教育委員会 （5月度） 日 時  ： 5 月 14 日 （火）  12：00～13：30 

  会 場  ： 協会会議室 

          

          

資格委員会 （5月度） 日 時  ： 5 月 23 日 （木）  12：00～13：30 

  会 場  ： 協会会議室 

          

          

国際・交流委員会 （5月度） 日 時  ： 5 月 13 日 （月）  16：30～18：00 

  会 場  ： 協会会議室 

          

          

広報委員会 （5月度） 日 時  ： 5 月 22 日 （水）  16：00～17：30 

  会 場  ： 協会会議室 

          

          

顕彰委員会 （5月度） 日 時  ： 5 月 29 日 （水）  12：00～13：30 

  会 場  ： 協会会議室 

          

          

企業部会幹事会 （5月度） 日 時  ： 5 月 15 日 （水）  17：00～18：30 

  会 場  ： 協会会議室    

          

          

ＰＲ業部会幹事会 （5月度） 日 時  ： 5 月 21 日 （火）  16：00～17：30 

  会 場  ： 協会会議室 
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公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会 

     副理事長   竹内晃治 
 

 

日本パブリックリレーションズ協会の理事を拝命して 2年がたちます。その間、企業部会長と

して、企業側広報の皆さまの良き交流の場をつくる活動をしてきました。 

広報パーソンの皆さまは、外向的かつ積極的なので、フォーラム、ゼミなどの交流の場を提供で

きれば、すぐに打ち解け、お互いに盛り上がっていただけます。 

企業の広報同士が集まったこの企業部会は、まさに強力なネットワークです。広報の仕事は何

が起こるかわかりません。他社の不祥事もいつ自社にふりかかってくるかもしれない。そんな時

にお互いの苦しみを理解しあえる企業部会の仲間は、暗闇の中を航行する船を導く灯台の灯りと

なるでしょう。そして、このネットワークの人たちを、結び付けていくことが重要だと認識して

います。 

 

先日、ある企業広報の集まりに参加した時に、このネットワークの「ネット」を「ノット」に

していきましょうという話を聞き、とても腑に落ちた感じがしました。今の私たちのつながり一

つひとつ合わせて結びつけていく。それが新たなるエネルギーを発生させ、次なる展開が生まれ

ていくと理解しました。 

 

私は、東京商船大学(現東京海洋大学)出身で、当時は船乗りを目指していました。航海実習中

に船の速度(ノット)について学びました。ノットとは、結び目という意味です。船上で必要とな

るロープワーク時に、ボーラインノット(もやい結び)、エイトノットなどの結び方を覚えたもの

です。でも、なぜ船の速度がノット(結び目)になるのか。答えは、その実習でわかりました。速

度計がない時代の速度の測り方は、ロープとつないだログ（木片）を海に投げ、28 秒砂時計の砂

が落ちきるまでにどれだけロープが出ていくかで速度を測りました。そのロープに等間隔に結び

目(ノット)ができていて、何個の結び目が出ていったかで、何ノット(結び目の数)の速度が出て

いるとなったわけです。つまり、たくさんノット(結び目)が出るほど、その船は速力が出て、安

定感が増し、目的地に早く到着することができる。逆にその結び目の数をしっかりととらえるこ

とで、その船はどこにいるのかが確認できたのです。 

 

企業部会ネットワークの中で、結び目(ノット)を確認できるのは嬉しいことです。その結び目

がたくさんになればなるほど、企業部会丸は、安定した速力で、社会の大海原を航海できるので

しょう。今は、何ノット出ているかな？

 

「新春ＰＲフェスタ 2019」を 
来年 1月 24 日(木)に開催します！ 

 

 

 

 

 

 

    

 ＰＲプランナー資格認定検定 2 次試験 日 時 ： 5 月 12 日（日） 9：30～16：00 

 会 場 ： 東京富士大学（東京） 

   毎日インテシオ（大阪） 

   ＡＱＵＡ博多（福岡） 

    

第 200 回 定例研究会 日 時  5 月 21 日（火） 12：00～14：30 

 会 場  コンベンションルーム ＡＰ新橋 

 講 師  日本経済新聞東京本社 常務取締役 編集局長 井口哲也氏 

 テーマ  
進化を続ける日本経済新聞社は何をどう伝えるのか 

～新時代の報道機関の役割と日本企業に期待するこ

    

 なでしこカウンシル 日 時 ： 5 月 22 日（水） 18：30～20：30（18：00 受付開始） 

  会 場 ： ジャルダン・ド・ルセーヌ 

 講 師  
(株)メディアジーン BUSINESS INSIDER JAPAN 統括編集長／AE

前編集長 浜田敬子氏 

 テーマ  逆境の中でもこんなに改革できる 

    

企業部会総会 日 時  5 月 30 日(木)  18:00～21:30 

 会 場  Alice aqua garden 品川 

    

 第 8 回通常総会・懇親パーティ 日 時 ： 6 月 6 日（木） 17：00～ 

 会 場 ： 公益財団法人国際文化会館 

    

 広報ＰＲアカデミー2018 日 時 ： 6 月 5 日（水）、12 日（水）、19 日（水）、26 日（水） 

3 次試験対応講座   7 月 3 日（水）、10 日（水） いずれも 19：00～21：30 

 会 場 ： コンベンションルームＡＰ虎ノ門 

    

 第 192 回定例研究会 日 時 ： 6 月 19 日（水） 12：00～14：30 

 会 場 ： 六本木アカデミーヒルズ 49 

 講 師 ： スマートニュース メディア研究所所長 瀬尾 傑氏 

 テーマ ： 未定 
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協会では、第 24 回ＰＲプランナー資格検定 3次試験の

受験者を主な対象とする「ＰＲプランナー3次試験対策講

座（2019 年度夏期）」を、来る 6月 5日より 6回にわたっ

て「コンベンションルームＡＰ虎ノ門」（東京都港区）に

て開講します。 

 

「ＰＲプランナー3次試験対策講座」は、「ニュースリリ

ースの作成」、「広報・ＰＲ計画の立案作成（マーケティン

グ課題）」、「広報・ＰＲ計画の立案作成（コーポレート課

題）」について、それぞれ 2週にわたる講義と演習で構成されます。重要なポイントについて実習

を通じて的確に習得でき、専門的なスキルを問われる 3次試験合格に向けた最も効果的な受験対

策です。講師には、指導に実績のある実務専門家を起用、6回の講座を通じて、課題となるニュ

ースリリース作成及び広報・ＰＲ計画の立案に関し、合格に不可欠な内容を学ぶことができます。 

 

また、本講座は、インターネットの活用を通じて時と場所を選ばず任意の時間に受講できる Web

受講サービスを提供いたします。本サービスにより、遠隔地に居住の方、仕事に追われご多忙な

方でも、パソコンやスマートフォンを利用して都合のよい時間に、また理解できるまで何度でも

履修することができます。 

 

本講座の受講を希望される会員のみなさまは、下記 URL の講座ページをご参照の上、会員専用

マイページからお申込みください。 

https://event.prsj.or.jp/prp/3rd-2019summer 

 

■ＰＲプランナー3 次試験対応講座（夏期）の概要 

日  程 講座テーマ 講 座 概 要 講 師 受講料 申込締切 

6 月 5 日

（水）・ 

6 月 12 日

（水） 

「ニュースリ

リースの作

成」 

ニュースリリースの作成

に必要な知識、スキルを

講義と演習で学ぶ 

青田浩治氏  

（㈱電通ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾘ

ﾚｰｼｮﾝｽﾞ） 

会場受講＋Web 受講 

日本 PR 協会会員社員 

32,400 円 

ＰＲプランナー（准・補）

取得者 43,200 円 

一般 48,600 円 

 

Web 受講 

会員/ＰＲプランナー/

一般とも  

32,400 円 

会場受講＋

Web 受講 

6 月 4 日（月）

まで 

 

Web 受講は

開講後も受

付けます 

 

6 月 19 日

（水）・ 

6 月 26 日

（水） 

「広報・ＰＲ
企画の立案
作 成 （ マ ー
ケ テ ィ ン グ
課題）」 

マーケティング課題に基

づく広報・ＰＲ計画の企画

立案に必要な知識、スキ

ルを講義と演習により学

ぶ 

野村康史郎氏 

（㈱ｵｽﾞﾏﾋﾟｰｱｰﾙ） 

7 月 3 日

（水）・ 

7 月 10 日

（水） 

「広報・ＰＲ
企画の立案
作 成 （ コ ー
ポ レ ー ト 課
題）」 

コーポレート課題に基づ

く広報・ＰＲ計画の企画立

案に必要な知識、スキル

を講義と演習により学ぶ 

高野祐樹氏  

（㈱井之上ﾊﾟﾌﾞﾘｯ

ｸﾘﾚｰｼｮﾝｽ） 

※「日本ＰＲ協会会員社員」の料金は、正会員としてご入会いただいている企業・団体にお勤めの方、もしくは個人会員・

准会員としてご入会いただいている方が対象となります。 

（事務局 真部） 

「ＰＲプランナー3 次試験対策講座」を 6 月開講 

～ＰＲプランナー3 次試験合格への最短経路～ 
教 育 委 員 会 

広報・ＰＲ実務講座 2019 
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第 25 回となるＰＲプランナー資格認定検定試験 1 次試験（実施：2019 年 8 月 25 日(日)）を、

東京・大阪、名古屋・札幌の 4会場にて実施します。 

日本パブリックリレーションズ協会が認定する「ＰＲプランナー資格認定制度」は、広報・Ｐ

Ｒの業務に求められる専門的な知識やスキル、職能意識等を検定し資格として認定する、公益法

人としてわが国唯一の資格制度です。検定試験は 1次から 3次にわたり、さらに書類審査を経て、

広報・ＰＲに関する高い専門能力の保有を認定する「ＰＲプランナー」資格を取得することがで

きます。本制度は2007年より発足しすでに23回の試験を実施、難関を突破し資格を取得した2,657

名（5月 13 日現在）のＰＲプランナーが一般企業、ＰＲ会社、政府機関や自治体等で活躍してい

ます。 

今回の試験から 2018 年 10 月に発表された新・試験体系となり、対応する 1 次試験公式テキス

トは『広報・ＰＲ概説』となります。 

受験申込期間は、7月 19 日（金）までとなっておりますので、皆様のまわりにＰＲプランナー

資格の取得を目指される方がいらっしゃいましたら、本試験についてご紹介ならびにご推奨を賜

れば幸いに存じます。 

 

＜ＰＲプランナー資格認定制度／検定制度 1 次試験 実施概要＞ 

試 験 日 2019 年 8 月 25 日（日） 

試験は東京・大阪・名古屋・札幌会場ともに 8 月 25 日（日）午前中に同時

実施・終了する予定です。 

受 験 申 込 期 間 2019 年 6 月 1 日（土）～2019 年 7 月 19 日（金） 

受 験 申 込 方 法 受験申込から合否通知までの手順は次の通りとなります。 

※前回（第 24 回）と同様に、受験申込は完全にペーパーレス化となり、「Ｐ

Ｒプランナー資格制度」Web サイトからお申込となります。 

＜受験申込手順＞ 

 ①受験種別と受験料をご確認ください 

 ②受験料をお振込みください 

 ③画像データをご用意ください 

 ④ＰＲプランナー資格制度 Web サイトにアクセスします 

 ⑤受験申込フォームに入力 

入力内容：氏名、受験種別、試験会場、受験票・合否発送先住所、生

年月日、メールアドレス、受験料の振込日と振込人名、等 

アップロード内容：受験者ご本人の写真データ 

 ⑤入力確認画面を経て、受験申込完了 

受 験 票 送 付 2019 年 8 月 9 日（金）発送 

合 否 通 知 送 付 2019 年 9 月 6 日（金）発送 

・受験申込書にご記入いただいたご住所に、合否通知を発送いたします。 

・合格された方には、2次試験ならびにＰＲプランナー補認定申請のご案内

を、メールでも 9月 9日（月）にお送りします。 

 

第 25 回「ＰＲプランナー資格認定検定試験」 

１次試験受験申込は 6 月 1 日（土）から受付！ 
～ 試験会場は、東京・大阪・名古屋・札幌～ 

 ●お知らせ 

ＰＲプランナー資格認定制度／検定試験 

資 格 委  員  会 
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＜試験時間＞ 

0 9 時 3 0 分 各試験会場に入館できます 

1 0 時 2 0 分 指定の教室・座席にご着席ください 

1 0 時 2 5 分 注意事項伝達・試験問題配布 

1 0 時 4 0 分 試験開始 

1 2 時 0 0 分 試験終了 

 

＜試験会場＞ 

東京会場 

東洋学園大学 
本郷キャンパス 
文京区本郷 1-26-3 

大阪会場 

毎日インテシオ 
 

大阪市北区梅田 3-4-5 

  

・ＪＲ線、都営三田線「水道橋駅」徒歩 7分 

・丸ノ内線、都営大江戸線「本郷三丁目駅」

徒歩 4分 

・ＪＲ大阪駅から西梅田地下歩行者道を通り、

徒歩約 15 分 

名古屋会場 

ＡＰ名古屋 
名古屋市中村区名駅 4-10-25 

札幌会場 

北海道建設会館 
札幌市中央区北 4条西 3-1 

  

・・「名古屋駅」徒歩約 5分 ・地下鉄さっぽろ駅 12 番出口（西武）13 番出

口（東急）徒歩 3分 

 

※資格検定試験の詳細は、下記ＵＲＬのＰＲプランナー資格 Web サイトをご覧ください。 

https://pr-shikaku.prsj.or.jp/ 
 

 ●お知らせ 
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去る 4月 23 日から 25 日までの 3日間、協会

は東京・秋葉原の富士ソフト・アキバプラザで

「広報・ＰＲ入門講座」を開講しました。講座

には、事業会社、ＰＲ会社等の新任者約 80 名

が受講、広報・ＰＲ業務の基礎を学びました。 

 

「広報・ＰＲ入門講座」は、新入社や異動に

より新たに業務に携わった、比較的に経験の浅

い実務者を対象として開講する新任者向け研

修です。業務に求められる考え方や知識、現場

で活用できる実務スキルの習得を目的として

協会では毎年 4月に開講、多くの受講者を集め

ています。講師には広報・ＰＲ実務の専門家、企業広報マネージャー、報道関係者、弁護士など

担当分野に精通したプロフェッショナルを迎え、それぞれの経験や専門的な知見に基づいた指導

が行われます。 

 

9 つの講義、2 つのワークショップで構成さ

れた 3日間の講座では、パブリックリレーショ

ンズの基本をはじめ、企業広報、マーケティン

グ広報、クライシス・コミュニケーション、デ

ジタル広報など実務における基本的な内容と

ともに、グループ演習を通じてニュースリリー

スやメディアリレーションズなど実務の基礎

を習得するプログラムを設けています。 

さらに今年は、次世代高速通信システムとし

て各国で実用化が急がれている「５Ｇ」の普及

が、企業等のコミュニケーションにどのような

影響を与えるか、またコミュニケーションはど

のように変化するかを展望するデジタル・コミュニケーションを考える講義等、新たなプログラ

ムも加えました。 

 

今回の講座には、事業会社の広報・ＰＲ部門、ＰＲ会社及びＰＲ業関連会社、諸団体から新任

者を中心に連日約 80 名が受講しました。4 月 23 日朝からスタートした講座の開講時には堅い表

情の受講者も、2日目、3日目にはコミュニケーションを深めて、和やかな雰囲気のなかで講座が

進められました。3 日目の講座終了後には簡単な飲食を用意した受講者懇親会を開催、親交を深

めるとともにこれからの交流につなげる機会となりました。 

今年も 3 日間の講座は滞りなく終了、広報・ＰＲの基本を身に付けたフレッシュな受講者は今

後の活躍が期待されます。 

（事務局・真部） 
 

 
「広報・ＰＲ入門講座」を開講 

～新任者約 80 名が受講 3 日にわたり広報・ＰＲの基礎を学ぶ～ 
 

広報・ＰＲ実務講座 2019 

教  育  委  員  会 
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今年 1月に実施された第 23回ＰＲプランナー資格認定検定試験／3次試験の合格者 120 名のう

ち 114 名が、3月に行われた書類審査を経て、ＰＲプランナーの資格を取得されました。 

ここに、長期間にわたるご奮闘に敬意と祝意を表してご氏名を公表させていただきますととも

に、今後のさらなるご研鑽とご活躍を期待いたします。 

 
 

2018 年度後期（第 23 回） PRSJ 認定ＰＲプランナー 
（50 音順／敬称略） 

 

◇個人名所属団体・企業名で掲載了承をいただきました方 

 

五十嵐 肇   ((株)トークス) 

池井 沙織   (アストラゼネカ(株)) 

池田 優     (トレンダーズ(株)) 

猪子 緑     ((株)ジュピターテレコム) 

入澤 綾子   ((株)オズマピーアール) 

宇都 まりな ((株)Enjin) 

江藤 暢哉   (イムゼ・ピーアール) 

江本 豊     ((株)クロスキャット) 

遠藤 ひとみ ((株)ヴィアックス) 

岡本 久美子 (キリンホールディングス(株)) 

岡本 順     (朝日新聞社) 

小口 潤     ((株)読売広告社) 

賀茂 里枝   ((株)ミカンクリエイティブ) 

川崎 康司   ((株)中電工) 

川田 ゆきえ ((株)ツナグ・ソリューションズ) 

菊地 智子   (三井物産(株)) 

久保 圭太   ((株)PR Table) 

黒崎 美穂   (STOCK POINT(株)) 

神川 和也   ((株)電通テック) 

小巻 朱美   ((株)コマキ・アンド・カンパニー) 

小松 康弘   ((株)野村総合研究所) 

櫻井 一起   ((株)電通テック) 

佐藤 真樹   (サトーホールディングス(株)) 

里川 基     (ジーデザインラボ(同)) 

清水 啓     (丸和バイオケミカル(株)) 

謝 鴻興     ((株)電通) 

白銀 拓     ((株)電通テック) 

鈴木 正明   (大同生命保険(株)) 

多田 祐佳   (ディップ(株)) 

 
114 名の 2018 年度後期 (第 23 回)ＰＲプランナー誕生 

ＰＲプランナーは 2,657 名 

ＰＲプランナー資格認定制度／検定試験 

資 格 委 員 会 

 ●活動報告 
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多田 利恵子 (クレアブ(株)) 

棚田 美寿希 ((株)スタイルズ) 

田邉 心技   ((株)進研アド) 

田邊 大輔   (ぎふ農業協同組合) 

塚田 祐之   ((株)井之上パブリックリレーションズ) 

戸田 泰嗣   ((株)電通テック) 

長尾 綾乃   ((株)電通イースリー) 

長尾 直子   ((株)東芝) 

西川 舞衣子 ((株)富士ゼロックス総合教育研究所) 

西村 陽子   ((一財)国際ビジネスコミュニケーション協会) 

西本 彩恵子 (江崎グリコ(株)) 

深澤 美奈   ((株)電通) 

町田 香織   (シュッピン(株)) 

松永 有理   (三井化学(株)) 

丸山 鉄臣   ((株)資生堂) 

武藤 あり彩 ((株)リンクアンドモチベーション) 

家鋪 智彦   ((株)電通テック) 

柳井 隆宏   ((株)電通テック) 

吉岡 昇平   ((株)T&D ホールディングス) 

渡邉 華子   ((株)ゼットン) 

渡辺 裕子   (農林水産省) 

 

 

◇個人名所属団体・企業種別で掲載了承をいただきました方 

 

青木 光美   (その他) 

池野 真史   (一般企業(その他の部署)) 

梅原 健太朗 (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

菊地 信行   (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

北村 紀和   (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

斉藤 肇     (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

田中 裕士   (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

時田 真奈   (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

西原 一幸   (PR 関連会社) 

福山 真穂   (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

堀内 優里   (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

南谷 裕子   (一般企業(広報・PR 関連部署)) 

宮 辰夫     (PR 関連会社) 

宮島 雅行   (各種団体) 

 

 

◇所属団体・企業名で掲載了承をいただきました方 

 

アイシン精機(株) … 女性 1名 

エイベックス(株) … 男性 1名 

キクカワホールディングス(株)… 女性 1名 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 … 女性 1名 

静岡県庁 … 女性 1名 

 ●活動報告 
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スカパーJSAT(株) … 女性 1名 

(株)電通 … 男性 1名 

(株)電通テック… 女性 1名 

(株)電通パブリックリレーションズ … 男性 2名 

日本製粉(株) … 男性 1名 

日本電気(株) … 男性 1名 

(株)読売広告社 … 男性 1名、女性 1名 

(株)ラ・アトレ … 女性 1名 

 

 

◇所属団体・企業種別で掲載了承をいただきました方 

 

PR 関連会社 … 男性 1名 

一般企業(広報・PR 関連部署) … 男性 2名、女性 8名 

各種団体 … 女性 1名 

 

 

※上記ＰＲプランナーの皆様には事前に掲載の承諾を得ております。 

 

 ●活動報告 
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2019 年 3 月 20 日（水）16：30 からＮＴＴデータ 豊洲センタービルにおいて、第 32 回広報ゼ

ミが開催され、16 社 26 名の会員が参加しました。 

 「グローバルインターナルコミュニケーション」をテーマに、日本企業がグローバル本社とし

て現地法人や社員と、どのようにコミュニケーションを図り、インターナルコミュニケーション

を推進していくのかを異文化マネジメントの観点で講演いただき、その後、代表する企業から事

例発表をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本パブリックリレーションズ協会ＰＲ業部会の会員が一堂に会する「PR パーソンズミーティ

ング 2019」が、2019 年 4 月 18 日に開催され 41 名の会員が参加しました。 

当日は協会事業部より 2019 年度の活動予定報告が行われたほか、正式公開を前に「広報・ＰＲ業

界実態調査 2019 年度版」と「ＰＲ活動ガイドライン」の要旨の発表が行われました。 

 

 

 

 

 ●活動報告 

第32 回企業部会広報ゼミ開催報告 

「グローバルインターナルコミュニケーション 
            ～課題とチャレンジを共に考える～」 

企 業 部  会 

 ＰＲパーソンズミーティング 2019 開催報告 

Ｐ Ｒ 業 部  会 

会 員 限 定 

会 員 限 定 
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第 198 回定例研究会（3 月度）は、2 月 13 日（水）、コンベンションルーム ＡＰ東京八重洲

通で開催しました。講師は朝日新聞社 総合プロデュース室 バーティカルメディア統括編集長  

後藤絵里氏、メディア開発チーム 次長 尾関高志氏。テーマは「朝日新聞社 デジタルメディア

の新たな展開 ～つなげる時代のメディアづくり 朝日新聞「ポトフ」の挑戦～」。当日の参加者

は 43 名でした。 

第１９８回定例研究会 

朝日新聞社 デジタルメディアの新展開 
～つなげる時代のメディアづくり 朝日新聞「ポトフ」の挑戦～ 

 
                講師：株式会社朝日新聞社  

総合プロデュース室バーティカルメディア統括編集長  

後藤絵里氏  

総合プロデュース室メディア開発チーム次長   

尾関高志氏  

会 員 限 定 



- 13 - 

 
 

 

 

一歩でも前に進める広報・ＰＲを目指して 
株式会社 湖池屋  

マーケティング部 広報課  
小幡 和哉 

 

はじめまして。私はスナック菓子メーカーの湖池屋で広報を担当している小幡です。仕事では、

広報課の一員としてプレスリリースの作成やメディア対応を主に担当し、プライベートでは、二

児の父として家事・育児にも取り組み、慌しくも充実した毎日を送っています。 

 

 私は、湖池屋に中途入社した後、人事・総務などを経験し、2012 年 4月から広報・ＰＲ担当と

して勤務しています。2012 年 8 月 23 日に「湖池屋ポテトチップス」の 50 周年が控えていたこと

もあり、配属直後は、わからないことがありながらも必死に業務に取り組み、失敗を繰り返しな

がら、広報・ＰＲの実務経験を積んでいきました。 

 

転機が訪れたのは、2016年です。湖池屋はコーポレートブランドの統合を実施し、創業の原点

である「株式会社湖池屋」として新たな一歩を踏み出すことになりました。新しい湖池屋として

生まれ変わろうとしている中、“私もこのままではいけない”という危機感が生じ、広報・ＰＲ

の外部講座を受講しにいくことに決めました。広報・ＰＲの第一線で活躍する講師の方々の講座

を受け、他社の広報、ＰＲ会社のプランナーの方々と課題に取り組む中で広報・ＰＲの可能性や

魅力に触れ、より専門的に知識・経験を深めていきたいと思い、ＰＲプランナー資格取得に向け

て勉強をはじめました。 

 

 仕事・家事・育児に忙しくしておりましたので、新たに勉強時間を作ることには苦労しました。

私の場合、睡眠時間を削ると、仕事・家事・育児にも影響が出てきてしまいますので、平日は通

勤時間や子どもを寝かしつけた後などの隙間時間を活用したり、休日は家族が起きる前の早朝時

間を活用するなどしてまとまった時間を作り、何度もテキストを読み、過去問題を繰り返し解き

ました。二次試験の「時事知識」、三次試験の「ニュースリリースの作成」、「広報・ＰＲ計画

の立案作成」については、過去問題を解くだけでなく、自分の生活（仕事・家事・育児）との関

係性を意識することで対策につなげられるよう努力しました。 

 

家族や周囲の方々の協力のお蔭もあって、勉強を始めて約 2年でＰＲプランナー資格を取得す

ることができたのですが、劇的に何かが変わったということはありません。ただ、ＰＲプラン

ナーとして、広報・ＰＲに取り組む意識は確実に変化しました。ＰＲプランナー資格取得のた

めの勉強を続ける中で広報・ＰＲの本質は「人々の共感を得るためにコミュニケーションを繰り

返し、世の中で合意形成していくこと」であると学びました。一方通行の思いだけでは合意を形

成することはできませんので、相手がどのようなものに興味があるのか、どのような角度からど

のような言葉で伝えれば相互理解が深まり、合意形成につながるかを考えるようになりました。 

 
どれだけ考えたとしても人の感情は季節や世間の話題や SNS でのコメントに左右されやすいも

のであり、人と人とのコミュニケーションを基礎に合意形成を図っていく以上、100％完璧に理

解しあえることはないのですが、そこで諦めるのではなく、粘り強く、合意形成に向けて一

歩でも前に進んでいく姿勢に意味があるのだと信じ、日々の業務に取り組んでいます。 

 

広報・ＰＲは、一人でできるものではなく、周囲の環境を活かすものであり、周囲の環境に活

かされているものであると感じています。これからも周囲の環境への感謝の気持ちを忘れず、広

報・ＰＲの本質を追及し、所属する会社だけでなく、地域・社会に貢献できるようなＰＲプラン

ナーになっていけるよう、努力を続けていきたいと思います。 
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＜コラム関西の風＞ 

「梅田スカイビル」 
～雲の上にひろがる未知なる世界～ 

積水ハウス株式会社 

広報部長  

酒居高久 

 

 

2025 年に万博開催が決定した大阪は今、大いに賑わっています。 

2018 年の訪日外国人数は、3,119 万人と政府観光局の統計開始以来、過去最高を更新しました

が、その内大阪府への訪問率（2018 年 1－3月）は 39.1％と全国１位です。また、2019 年には訪

日外国人が 3,550 万人、国内旅行客も 2 億 9,090 万人(前年比+1.5%)と増加の見通しです（JTB

調べ）。今後も国内外問わず多くの人々が関西・大阪を訪れることが予想されます。 

とりわけＪＲ大阪駅の北側は「うめきた」と呼ばれ、6 年前に「グランフロント大阪」が開業

して以来、今や大勢の買い物客や国内外の観光客が訪れる大阪の玄関口となっています。さらに

その西側には 2024 年開業を目指し、「うめきた 2 期」の開発が予定され、開業翌年の大阪万博に

向け、ますますこのエリアの発展が期待されています。 

 

そのような「うめきた」から西側を望むと、

壁面のハーフミラーガラスに空と雲を映した、

ひときわ目立つ 2 棟連結の超高層ビルがありま

す。弊社が開発に携わり、本社を構える「梅田

スカイビル」です。 

「梅田スカイビル」は今から遡ること四半世

紀、1993 年に地上 40 階・地下 2 階、高さ 173

ｍの世界初の連結超高層建築として完成しまし

た。超高層ビルでは珍しく最上階には屋外に出

られる「空中庭園展望台」を備えています。設

計者は JR 京都駅ビルでも有名な、建築家の原広

司さんです。 

 

建築物として世界的にも注目度が高く、2008 年に英紙「THE TIMES」にて「世界の建築 TOP20」

として、歴史的建造物である「タージ・マハル」や「サグラダ・ファミリア」などと並び、国内

で唯一紹介されました。 

そのような効果もあり、「空中庭園展望台」の来場者数が 2017 年度には過去最高の年間 150 万

人（内外国人 113 万人）を記録するなど、近年の訪日外国人客増加に伴い、大阪のランドマーク

として、国内外のお客様に親しまれています。 

 

ところで、「梅田スカイビル」の特徴は超高層のビル２棟が最上階の「空中庭園展望台」部分で

連結されている世界でも類を見ない構造にありますが、建築の工法も珍しいものでした。 

「空中庭園展望台」部分は総重量で 5,000t もあります。150ｍ～173ｍの高所作業は大変な危険

と困難を伴います。そこで、安全性確保と工期短縮のために採用されたのが「ワイヤーリフトア

ップ工法」です。  

 

「うめきた」から「梅田スカイビル」を望む 
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2 棟のビルを最上階まで立ち上げ、次に「空中庭園展望台」のうち

基礎となる 20％の部分 1,040t を地上で組み立て、ワイヤーロープを

用いた 4基のウィンチで 1分間に 35cm ずつ吊り上げ、約 7時間かけて

上空へ上げて固定。慎重に吊り上げられていく様子は当時テレビや新

聞で報道されるなど、話題となりました（写真参照）。 

 

昨年 7月、「梅田スカイビル」は開業 25 周年を機に、「空中庭園展望

台」を 3階の入場口から 40 階と屋上展望フロアまでの道順を「空へと

続くストーリー」に見立て、白を基調とした設えにリニューアルしま

した。 

 

40 階フロアでは、「空中庭園展望台」のリフトア

ップの映像や、「梅田スカイビル」と「空中庭園展

望台」のコンセプトやこの地で共に生きる人々の

物語を描いたショートアニメーション「空へ」の

上映。カフェではスカイビルの形を模した「梅田

スカイビルワッフル」も楽しめます。また、「梅田

スカイビル」の歴史やまめ知識紹介、普段は入る

ことのできない場所も巡り、様々な角度からビル

の魅力に迫る「ガイドツアー」も行っています。 

 

 

 

そしてもう一つの名所が 2016 年 12 月に梅田スカイビル タワーウエスト 27 階にオープンした

「絹谷幸二 天空美術館」。こちらも今年 3月に来場者累計 10 万人を突破した人気の施設となって

います。アフレスコ（壁画の古典技法）の日本の第一人者である絹谷幸二氏の絵の中に飛び込む

3D 映像体験や、色彩豊かな絵画・立体作品の数々を堪能いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●ＰＲトレンド（関西） 

リフトアップ作業中の「梅田スカイビル」 

「空中庭園展望台」40 階のカフェ 

「絹谷幸二美術館」３D映像体験のひとコマ 
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最後に、筆者が好きな「空中庭園展望台」の時間帯は夕方から日暮れにかけて。360 度の大パ

ノラマを眺めつつ、西に目を転じると六甲山には沈む夕日が望めます。空は真っ赤な夕焼けから

紫色のグラデーションを経てだんだん暗くなり、今度は街の様子が宝石を散りばめた夜景へと変

わっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外からのお客様には「空中庭園展望台」でロマンチックなプロポーズがしたいという声が多

いとのこと。世界から人々が訪れる名所が実は手近にあります。大阪に来られましたら、ぜひ「う

めきた」から一足伸ばして「梅田スカイビル」にもお立ち寄りください。 

 

 

 

 ●ＰＲトレンド（関西） 

「空中庭園展望台」屋上からの夜景 
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● 4 月 1 日（月）  『月刊広報会議』5 月号 

『月刊広報会議』5 月号における当協会の連載コラムで、女性広報を対象とした勉強会「なで

しこカウンシル」の活動について記事掲載されました。 

2 月 13 日の「なでしこカウンシル」は「ダイバーシティ」をテーマとして開催されました。講

師にトランスジェンダーである（株）電通イースリーの岡部鈴氏を招き「当事者視点のダイバー

シティ・マネジメント」をテーマとする講演が行われたこと、また同氏のカミングアウトへの経

緯をはじめとして、社内における反響やＬＧＢＴを受け入れる企業に対する考え方、経営におけ

るダイバーシティの重要性などについて講演で語られたことが紹介されています。 

 

             （事務局・真部） 

 

[記事協力  ㈱内外切抜通信社] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●協会掲載記事 

ＰＲＳＪ ｉｎ Ｍｅｄｉａ 
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内閣府官民人材交流センターでは、今年から、国家公務員経験者への求人のサービスを開始し

ました。 

このサービスは、国家公務員経験者を採用したいとお考えの方であれば、どなたでも無料で御

利用いただけます。 

 

詳細は下記のＵＲＬよりお願いします。 

官民人材交流センターHP：https://www8.cao.go.jp/jinzai/ 

 

 

 

 

 

 

東京都では、民間企業での知見・経験を活かして、知事の指示のもと選定した特定の広報項目

について、広報・ＰＲの企画立案、実施などを担当する職員を公募しています。（課長級１名） 

広告・広報・ＰＲの企画から実施までをトータルプロデュースされた経験のある方の応募をお待

ちしております。 

 

詳細は下記のＵＲＬよりお願いします。 

 

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.jp/information/syokuin-bosyuu.html 

  ●掲示板 

【東京都政策企画局】特定任期付職員採用案内について 

内閣府官民人材交流センターが今年から、国家公務員経験者へ

の求人のサービスを開始しました。 



   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編集担当より
 

 
本誌の内容に関するご意見・ご希望をお寄せください。 
中身の濃い会員誌に育てていきたいと思いますので、 
よろしくお願い致します。 

 

広報委員会  
 Ｅメール  mail@prsj.or.jp 

ＦＡＸ      03－5413-2147 

 
※ 禁転載 




